
令和元年10月9日(水) 根津鋼材野球部 編集/田邊 

二年連続最終日まで残った！！！ 

▼ｴｰｽ 伊藤(八潮) ▼先制ﾀｲﾑﾘｰ 根津(本社) 

根
津
鋼
材
が
後
攻
で
試
合
開
始
。 

一
回
裏
、
先
頭
増
渕
が
ヒ
ッ
ト
で
出

塁
。
そ
の
後
ヒ
ッ
ト
・四
球
で
満
塁

の
チ
ャ
ン
ス
に
。
勝
負
強
い
六
番
根

津
が
二
塁
打
を
放
ち
二
点
先
制
に

成
功
。 

四
回
裏
に
は
、
ラ
ン
ナ
ー
を
一
人
置

き
、
二
番
池
田
が
二
試
合
連
続
と

な
る
二
点
本
塁
打
を
放
ち
三
点

リ
ー
ド
の
展
開
。 

六
回
表
エ
ラ
ー
・ヒ
ッ
ト
・四
球
で
満

塁
の
ピ
ン
チ
を
招
く
と
、
三
塁
打
を

打
た
れ
同
点
と
さ
れ
る
が
後
続
を

打
ち
取
り
同
点
の
ま
ま
最
終
回
へ
。 

六
回
裏
先
頭
の
代
打
飛
澤
が
死
球

を
受
け
出
塁
し
た
所
で
雨
足
が
強

く
な
り
十
分
程
中
断
。
続
く
増
渕

が
集
中
力
を
切
ら
さ
ず
ヒ
ッ
ト
で

チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
。
敬
遠
で
満
塁
と

な
り
、
途
中
出
場
の
舘
石
が
サ
ヨ
ナ

ラ
打
を
放
ち
終
止
符
を
打
っ
た
。 

 

先
発
伊
藤
は
毎
回
の
十
二
奪
三

振
を
奪
う
も
、
四
球
・エ
ラ
ー
で
背

負
っ
た
ピ
ン
チ
を
抑
え
き
れ
な
か
っ

た
が
何
と
か
勝
利
を
掴
む
こ
と
が

で
き
た
。 

第
二
回
戦
不
戦
勝
で
進
ん
だ
第
三
回
戦
を
十
月
六

日
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鉄
鋼
建
材
様
と
準
決
勝
進
出
を

か
け
対
戦
。
当
日
は
雨
予
報
の
中
、
序
盤
は
問
題

無
く
試
合
が
進
ん
だ
が
、
最
終
回
に
雨
が
強
く
降

り
始
め
、
一
時
中
断
す
る
展
開
と
な
っ
た
が
無
事

最
終
回
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

次
戦
は
十
月
二
十
日
。
二
年
連
続
・三
回
目
の
優

勝
を
目
指
し
、
準
決
勝
【
入
船
鋼
材
様
】、 

決
勝
【芝
浦
シ
ヤ
リ
ン
グ
様
・古
賀
オ
ー
ル
様
の
勝

者
】と
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
に
臨
む
。 

▲初先発 佐藤嘉(八潮) 

▲試合を決めた 舘石(浦安) 

▲二試合連続本塁打 池田(八潮) 

守備 選手名   打数 安打 得点 打点 通算率 
通算
HR 

1 2 3 4 5 6 7 

左 増渕 左 4 3 2 0 0.857  1 中安 中飛   遊内安   中二   

中 池田 右 3 1 1 2 0.400  2 右飛 三直   本塁打   四球   

右 林 左 3 0 1 0 0.333  1 四球   三振 一飛   三振   

一 草野 右 3 1 0 0 0.333  1 右安   三振 遊ｺﾞﾛ       

捕(5表) 舘石 右 1 1 0 1 0.500  0           中安   

二 佐藤（龍） 左 2 0 1 0 0.000  0 三振   四球   三振     

遊-三(5表) 根津（豪） 右 2 1 0 2 0.500  0 
中二塁
打 

  四球   一飛     

捕-一(5表) 小美濃 右 2 0 0 1 0.000  0 二ゴロ   三ｴﾗｰ   死球     

三 佐藤（嘉） 右 2 0 0 0 0.000  0   三ｴﾗｰ 三振         

遊(5表) 田邊 右 1 0 0 0 0.000  0         三振     

投 伊藤 左 2 1 0 0 0.667  0   中安   中飛       

代打(6裏) 飛澤 右 0 0 1 0 0.000  0           死球   

計 25 8 6 6 0.346  5               
▲最終回代打死球 飛澤(北上) 

ｽｺｱ詳細

1 2 3 4 5 6 7 計

0 2 0 0 0 3 5

2 0 1 2 0 1× 6

チーム

JFE商事鉄鋼建材様

根津鋼材

▲打撃好調 二試合で七打数六安打 増渕(八潮) 


